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1　 は じめ に

　色彩好悪と性格 との 関係に つ い ては 、 世俗的に関

心 をもたれるけれ ども 、 定量的あるい は容観的に確

認された例 は多くな い 。

　両者の 関係が不確か な理 由は 、　「好 きな色」 の意

味の曖 昧さな い し多義性 と、 その測定方法とに あろ

う 。 従来の報告をみて も、多数の色見本か ら何点か

の 「好きな色」 を選択 した結果 と、性格テ ス トとの

関係は 、 希薄な ようで ある 。 色彩選択の特徴 と性格

とを関係づ け よ うと した性格検査も 、
『ル ッ シ ャ

ー ・カ ラー ・デ ス ト』 を除い て 、 い ずれ も間接的な

方法で 、 各人が こ だわる色彩 を求め て い る 。

　多数の 色見本か らの 「好きな色 」 の 選択結果 が性

格を反 映して い れば、テ ス トとして み た場合 、 はな

はだ簡便であ る 。 しか し、 それ が有効で ない とすれ

ば、今少 し条件を制限 し、 2 つ の色見本を比較して

「どちらが好きか 」 を問うた結果で は どうで あろ う

か 。 本報では 、 やや意図的に色見本対を用意 して 、

そ の 好悪 と性格テ ス トの 結果 とが関連を もつ か どう

か を検討した 。

　また 、 単に受動的に色を選ぶのでは な く、 よ り能

動的な 「配色をつ くる 」 とい う事態で 、 多数使用す

る色 と、 性格 との 関係を検討 した 。

　 2　 方法

　 2 − 1　 対 比較調 査

　PCCS か ら系統的に選 ん だ色を対に して 提示し、

どちらが好きか を回答させた 。 色見本対は、 52 対

で あ り、 そ の 内わ けは 次 の と う り。   ライ トトーン

対ダーク ト
ーン （6 色相 ） 、   ビ ビ ヅ ドトーン対ダ

ーク ト
ーン （6色相）、   青 と他の 色相 との比較

（ト
ー

ンを揃 えて 4 トーン計 20 対）  紫と他の 色

相 との 比較 （トーンを揃えて 4 ト
ー

ン計 20 対） 。

調査は集団法で、 1999 年秋に実施 し た 。 所 要時

間は約 20 分。なお 日を改め て 、後 に述 べ る質問紙

法性格検査を行 っ た 。

　 2 − 2　 配 色構成調査

　PCCS か ら系統的に選ん だ 61 色の 色見本を与え 、

「好 きな二 色配色 」 10 点を製作させ た。色見本の

大きさは 40x20mm 。 調査は集団法で 1999

年秋に実施 した。被験者は 大学生 22 名 。 所要時間

約 40 分 。 なお 日を改めて 、 後に述 ぺ る質問紙法性

格検査を行 っ た 。

　 3　 結 果 と考察

　調査は 3 グル
ー

プに分け て行 っ て お り、方法が若

干異な る の で 、そ れぞれに分 け て 記述 する 。

　 3 − 1　 対比較調査 とMPI

　 日本人男女 60 名 （19 才 〜 65 才 ）を対象とし

たデ ータか らは、次の 点が 見 い 出された 。

　 （1） トーン の 好み 、青の好み、紫 の 好み の 各得

点 とMPI の E 尺度、　 N 尺 度、　 L尺度の 各得点 との 相関

係数を求め る と、 有意な相 関が 認め られ たの は 、 わ

ずか 1項 目の みで あ っ た 。 ビ ビ ヅ ドパ ー
プ ル の 好み

とL 得点 との 間に正 の相関が認め られた （．30 ）。

L尺度は基 本的に は虚偽尺度である 。 しか し、 回答

の 虚偽判定尺度 として の意味の ぼか に 、　「性格の 特

徴 に 関係す る場合が十分 あ りうる 」 とされて い る 。

例 えば 「防衛的な場合」　「社会的経験の なさや性格

の 単純さ」 などで ある 。 こ う した点 を含めて 、 今後

検討すべ きで あろう。 なお 、 紫系の 他の トーン の好

み あるい は紫系の 全 ト
ーン の 合計得点 で は 、 L 得点

との 有意な相 関は認め られな い 。 L との 相関は 、 あ

くま で ビビ ヅ ドパ ープ ル に 限 っ ての ものであ る。

　 （2 ）各色彩比較項目ご とに 、 上 位群と下位群 と

を取 り出 して 、 比較すると （1 ）に述ぺ たケ
ー

ス の

他 、 ビビ ッ ドおよび ラ イ トトーン好み （ダルお よび

ダー
ク ト

ー
ン へ の 好み と比較 して ）の 程度にE得点

の 有意な差が見 られる （3L2 ： 40 ．2）。
つ ま

り、

“

明る い あざやか な色 を好む人 は外向的
”

とい

う関係で ある 。 こ れは MPI の 著者で あるEysenck の

従来の 報告に
一

致する傾向とい える 。 彼は、色彩 好
悪 データ の 因子分析か ら、 明 る い強い 色対暗い に

ご っ た色 とい う両極因子 を抽出 し、 こ れが性格の 内

向一外向と対応す る事を指摘 して い る。 さ らに、彼

は、向性お よ び 色の効果 が 大脳 皮質 の 興 奮 と制止 に

規定 され る と考え る 。 今回 の 明るい あざやか な色を

好む者は外向性が高い とい う関係はEysenck の理論

に添 っ て は い る 。 しか し 、 上 述の よ うに 相関係数 で
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は確認で きな い し 、 性格を上位群下位群 に分けた

ときの 色の 好み の得点には 、 有意差が認め られ な

い。したが っ て 、 今回の データか らは向性 と好む

色の明暗 ・
強弱との関係はかな り希薄とみなす方

がよか ろう。

　 3 − 2　 対比較調査 とEPPS

　美術系女子大学生42名に 、 上記 と同じ方法で52

対の色につ い ての好悪調査を行 っ た他、
『BPPS

性格検査 』 を実施 した 。 その 結果 、 表 1に示すよ

うな有意性が認め られた 。

　 （1）まず、 青へ の 好悪 と性格特性 と

の 問にい くつ かの有意な相関が み られ

た点 に注目したい 。 従来の多 くの好悪

調査 に お い て、文化差 を超えて青は

も っ とも好まれ ると指摘され て い る 。

した が っ て、そ う した平均的な好み の

傾向か らの ズ レが何 らか の 意味をもつ

か どうか に関心がもたれる 。 有意な相

関の うち ・ ビ ビ ッ ドブル ーと達成要求
内面認 知

との 関係は、Knapp らの仮説に通 じる

もの がある。 こ の 欲求の強い 者は、 支

配 ・操作 しやすい 受動的な対象を 、
つ

ま り 、 赤の ように図にな りやすい色で

はな く、青の ように地にな りやすい 色

を好む 、 とい う考え方である 。 けれ ど

も 、 この 考え方か らは 、 ビ ビ ヅ ドブ ル

ー
よ りも、 ダ ル トーン の 色が よ り好ま

れる こ とになろ うが 、 そ の 点は今回の

データで は認め られ なか っ た 。

　 （2）紫へ の好悪を調査 に取 り上げ た理 由は 、

浅利 式児童画診断法など、 しばしば紫へ の こだわ

りと性格 との関係が語られ るか らで ある 。 その 結

果、 有意で はあるけれど低い 2 つ の相関関係が認

め られた。 ビビ ヅ ヅ ドパ ープ ル を好む者は追従欲

求が強い 、 紫系 を好む者は養護の 欲求が強い 、 と

い う関係で ある 。 しか し、 こ れ らに つ い ては、係

数も低い ので、本質的なもの かそれ とも現代の社

会的な現象の 影響を うけたもの か を含めて 、 再確

認 すべ きで あろう。 少な くとも今回のデー
タか ら

は 、 紫へ の好みが特殊とい う傾向は認めに くい 。

　なお、EPPS には 、 回答の信頼性 （一貫性）を

測定する尺度が含 まれ て い るが、こ れ らと性格特

性 との 有意な相関はみ られなか っ た 。

　 3 − 3　 配 色構成調査

　 61色か ら選択 して 10点の 2色配色を構成させ

た 。 つ まり、20 色を選択 した結果 と、 MPI との 関
係をみる と、次の よう で あ っ た 。 表2では 有意な

相関が認め られたもの の み を示 して い る 。

　 （1）E 得点 とは い くつ か の 相関が認められ たが 、

N 得点との 相関は検出されて い ない 。 色彩好悪と性

格 との関係では向性を優先 して検討すべ きで ある。

　 （2）E得点とライ トト
ー

ン好み との間に負の 、

ビ ビ ッ ドトーン好み との間に正の 相関がみ られた。

したが っ て 、 3 − 1に述ぺ た
“

明 る い あざやかな

色
”

とひ とま とめにすぺ きで はなく、

“
あざやか な

色を好む者は外向的
”

とみ なすべ きかも知れ ない 。

　 （3）L得点 と紫好み とは有意な相関が あ り、上述

の 3 − 1 の結果 と
一致する 。 検討に 値 しよう 。

表1EPPS と色彩好悪との相関

配色
Tone Bluc Purplc

欲求 1tvhVddk 計 ltVddk 計

達成 ．33

追従 ．32

自律 一，46 一 41 一 43

親 和 ．31

内面認 知 33

救護 ．32 ．32

養護

変化 一．39 一．33
持久 ．38
異性愛

一．41 一．45 ，32

表2　 配色構成に用 い た色の頻度 とMPI との相関

好んだ色 E　　　　N L

1ightトーン好み 　 　 寧

一。44　　　 ．02 。25

vivid ト
ーン好み

　 ＊

．48　　　 −．24 ．26

Grccn好み
　 　 唯 承

一．55　　　 ．18 ．00

BlueGr 。en 好み
　 ホ

．49　　　 ．19 一．17

Purplc好 み ．13　　 　・．29
　 ＊

．48

　おわ りに

　色彩の選択傾向の特徴と性格特性との 関係を分析

して 、い くつ かの有意な関連を得た 。 向性と ト
ーン

お よび
一部の色相の 好み との 関係 、 MPI の L尺度 と

紫好みとの 関係 、 若干の欲求 と青系好み との関係な

どは、今後よ りて い ねいに確認 して よ い の で はない

か と推測される 。
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